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(57)【要約】
本発明は、水中カメラ用のハウジング（２）にレンズ・
ポート（１）を連結するための方法及び装置を備える。
その方法は、内側城郭風リング（１０）及び協働する外
側城郭風リング（４）を設ける工程を備え、それらのリ
ングは、一方がハウジング（２）の一部に他方がレンズ
・ポート（１）に備わる、又は配置される。それらリン
グ（４、１０）の少なくとも一つは、回転可能であり、
外側城郭風リング（４）は、内部城郭風リング（１０）
を通過することができる。少なくとも一つのリングを回
転させることは、それによってハウジング（２）にレン
ズ・ポート（１）を保持するために、内側キャステレー
ション（１１）に対して外側キャステレーション（５）
を保持する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水中カメラ用のハウジングへレンズ・ポートを連結する方法であって、
　内側城郭風リング及び協働する外側城郭風リングを設ける工程を備え、それらのリング
は、ハウジングにおける一方とレンズ・ポートにおける他方との部分を備え、あるいはハ
ウジングに一方をレンズ・ポートに他方を位置させ、それらリングの少なくとも一方は、
外側城郭風リングが内側城郭風リングを通過可能なように回転可能であり、
　内側キャステレーションに対して外側キャステレーションを保持するように少なくとも
一つのリングを回転させ、それによりハウジングにレンズ・ポートを保持させる工程を備
える、
連結方法。
【請求項２】
　外側城郭風リングは、レンズ・ポートの一部に取り付けられ、あるいはレンズ・ポート
の一部に形成される、請求項１記載の連結方法。
【請求項３】
　内側城郭風リングは、ハウジングの一部に取り付けられ、あるいはハウジングの一部に
形成される、請求項１記載の連結方法。
【請求項４】
　内側城郭風リングは、ハウジングに対して回転可能であり、少なくとも歯付き弧部材を
有する、請求項１から３のいずれかに記載の連結方法。
【請求項５】
　歯付き弧部材は、外側に面している、請求項４記載の連結方法。
【請求項６】
　歯付き弧部材に係合し移動させ、内側城郭風リングを回転させる歯車が設けられる、請
求項４又は５に記載の連結方法。
【請求項７】
　歯車に結合するレバーが回転されたときに歯車が移動する、請求項６記載の連結方法。
【請求項８】
　ハウジングにレンズ・ポートを連結する装置であって、
　レンズ・ポートは、請求項１から７のいずれかに記載の連結方法にて使用する、固定の
外側城郭風リングを有する、装置。
【請求項９】
　ハウジングにレンズ・ポートを連結する装置であって、
　ハウジングは、請求項１から７のいずれかに記載の連結方法にて使用する、可動の内側
城郭風リングを有する、装置。
【請求項１０】
　ハウジングにレンズ・ポートを連結する装置であって、
　レンズ・ポートは固定の外側城郭風リングを有し、及び、ハウジングは可動の内側城郭
風リングを有し、その両方は請求項１から７のいずれかに記載の連結方法にて使用される
、装置。
【請求項１１】
　それらの城郭風リングの少なくとも一方におけるキャステレーションは、外側に面する
キャステレーションと内側に面するキャステレーションとの間の閉方向の移動において外
側に先細りになっている、請求項１０に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水中カメラ用のハウジングにレンズ・ポートを連結するための方法、及び／
又は装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　水中カメラは、通常、水中では、レンズ・ポートが取り付けられる防水ハウジング内に
含まれている。そのハウジングは、カメラが多くの異なるレンズを受け入れ可能な方法と
同じ方法で、多くの異なるレンズ・ポートによって接続可能でなければならない。よって
、ハウジングとレンズ・ポートとの間の接続は、本来一時的でなければならないが、漏れ
がハウジング内部のカメラ及びレンズに深刻なダメージをもたらす場合があるので、しっ
かりと密閉される。この目的のために、「Ｏ」リングが一般的に用いられる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しばしば、ネジ接続が用いられるが、しかしこの方法は、ユーザーにポートを締めるの
をいつ止めるのかを知らせる表示が無いという欠点がある。このことは、しばしば過剰な
締め付けとなり、ハウジングからポートを外すのが困難にする。
【０００４】
　さらに、いくつかのポートは、レンズのズームリング及び／又はフォーカスリングの操
作用の外部ノブを持ち、ユーザーは、ポートがハウジングに接続された時点で、ユーザー
が使用に快適で便利な位置にそれらのノブが存在することを確保する必要がある。ノブの
位置を変更するために、雄ねじとノブとの相対的な位置を変更しなければならない。この
ことは、レンズ・ポートのねじを緩めること及び再配置することによって達成することが
できる。しかしながら、解除位置に再配置する、及び締め直すための１６以上のそのよう
なねじが存在する場合もあり、そのための時間を要する。
【０００５】
　別の接続バヨネット・タブの形態が用いられる場合では、ユーザーがハウジングに対し
て相対的にポートを回転させる前に、ハウジングの正面における凹部を通過する、例えば
３つのタブが存在する。これは、ノブの位置の選択を単に制限することを与える。また、
ポートとハウジングとの間の摩擦は、「Ｏ」リングの存在によって大きく、従って、レン
ズ・ポートを回すのが難しく、ハウジングへの、及びハウジングからの、レンズの挿入及
び除去もまた困難になる。
【０００６】
　さらに他の既存の構造において、１８０度離れた一対のプラスチック・クランプがロッ
ク装置として用いられる。それぞれのプラスチック・クランプは、ねじが適合する細長い
穴を有し、この穴に平行な方向にクランプの移動を可能にする。クランプが外側の位置に
ある間、ポートはハウジングへ差し込むことができ、ポートは、クランプを内側に移動す
ることにより位置に固定される。そして、クランプの安全ハンドルを引き抜き、クランプ
を外側に移動することによってのみポートが除去可能なとき、ポートは、ハウジングに安
全にロックされる。ハウジングへポートをロックするこの方法は、ユーザーがハウジング
に対して相対的にポートを回すことを要しないが、ロック装置はハウジングの外側に位置
し、よって、他のロック方法と比べると、例えば物理的な衝撃によって損傷しやすい。
【０００７】
　本発明は、既知の技術におけるいくつかの上述の欠点及び制限を簡単で有効な方法で改
善する、あるいは公衆に有用な選択を少なくとも提供する、レンズ・ポートをハウジング
へ、及び／又はレンズ・ポートへ、及び／又はハウジング及び／又はレンズ・ポート及び
ハウジングへ、ロックするための方法及び装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　第１の態様において、発明は、水中カメラ用のハウジングにレンズ・ポートを連結する
方法に存在し、この方法は、内側城郭風リング（inwardly castellated ring）及び協働
する外側城郭風リングを設ける工程を備え、それらのリングは、ハウジングに一方を、レ
ンズ・ポートに他方の部分を備え、あるいはハウジングに一方を、レンズ・ポートに他方
を配置し、それらリングの少なくとも一つは、外側城郭風リングが内側城郭風リングを通
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過可能なように回転可能であり、及び、内側キャステレーションに対して外側キャステレ
ーションを保持するように少なくとも一つのリングを回転させ、それによってハウジング
にレンズ・ポートを保持する工程を備える。
【０００９】
　好ましくは、外側城郭風リングは、レンズ・ポートの一部に組み込まれ、あるいは形成
される。
【００１０】
　好ましくは、内側城郭風リングは、ハウジングの一部に組み込まれ、あるいは形成され
る。
【００１１】
　好ましくは、内側城郭風リングは、ハウジングに対して回転可能であり、少なくとも歯
付きの弧部材を有する。
【００１２】
　好ましくは、歯付きの弧部材は、外側に面している。
【００１３】
　好ましくは、内側城郭風リングを回転するために歯付きの弧部材に係合し歯付きの弧部
材を移動するように歯車が設けられる。
【００１４】
　好ましくは、歯車に結合したレバーが回転するとき、歯車は移動する。
【００１５】
　更なる態様において、発明は、ハウジングにレンズ・ポートを連結するための装置に存
在し、そのレンズ・ポートは、上述のいずれか一つによる方法で使用される固定された外
側城郭風リングを有する。
【００１６】
　さらに別の態様において、発明は、ハウジングにレンズ・ポートを連結するための装置
に存在し、ハウジングは、上述のいずれか一つによる方法で使用される移動可能な内側城
郭風リングを有する。
【００１７】
　さらに別の態様において、発明は、ハウジングにレンズ・ポートを連結するための装置
に存在し、そのレンズ・ポートは固定された外側城郭風リングを有し、そのハウジングは
移動可能な内側城郭風リングを有し、その両者は上述のいずれか一つによる方法で使用さ
れる。
【００１８】
　好ましくは、城郭風リングの少なくとも一つにおけるキャステレーションは、外側に面
するキャステレーションと内側に面するキャステレーションとの間の移動の閉方向におい
て外側に先細りである。
【００１９】
　発明に関する当業者において、構造における多くの変化及び広く異なる実施形態、及び
発明の応用は、添付の請求範囲に規定されるような発明の範囲から逸脱することなく彼ら
自身で提案されるであろう。本明細書における開示及びその説明は、単に例示であり、決
して限定することを意図するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の好ましい実施形態による、ハウジングにレンズ・ポートを連結するため
の装置に備わるレンズ・ポートの斜視図である。
【図２】本発明の好ましい実施形態による、レンズ・ポートにハウジングを連結するため
の装置を示す水中カメラ用のカメラハウジングの正面の半分を示す斜視図であり、ハウジ
ングの内側からの図である。
【図３】ハウジングの外側を正面から見た図２のハウジングの斜視図であり、ロック位置
におけるロック手段を示している。
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【図４】図３に関する図であり、非ロック位置におけるロック手段を示している。
【図５】ロック手段がロック位置にある状態において図２に示すような連結機構の拡大斜
視図である。
【図６】ロック手段が非ロック位置にある状態において図５の連結装置及びハウジングの
一部を示す斜視図である。
【図７】ロック手段が非ロック位置にある状態において図６の構成及び図１の構成を示す
図である。
【図８】ロック手段がロック位置にある状態において、図７におけるような図である。
【図９】本発明の好ましい形態による、ロック手段の一部を形成するロック装置の背面図
である。
【図１０】図９のロック装置を除いた状態において図３に示されるような図である。
【図１１】ロック装置が非ロック構成である状態において図９に示されるような図である
。
【図１２】図９に示すロック装置の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明は、添付の図面を参照することにより、例示のみによって記述されるだろう。
　以下の説明は、発明の好ましい実施形態に関して、即ち、ハウジングにレンズ・ポート
を連結する方法、及び／又はハウジングにレンズ・ポートを連結するための装置に関して
発明を記述する。発明は、純粋に発明を例示するのみであるような好ましい実施形態に決
して限定されるものではなく、可能な変形及び変更は、発明の範囲から逸脱することなく
容易に明白になるであろう。
【００２２】
　図１は、ハウジング２を受け入れることができるレンズ・ポート１を示し、使用すると
きレンズ・ポート１が水中カメラ（図示せず）のレンズ（図示せず）を受け入れることを
示す。レンズ・ポートの構造上及び操作上の細部は、この発明に本質的なことではない。
しかしながら、レンズ・ポート１は、その端部３にて、城郭風（castellated）でハウジ
ング２と係合するリング４を有する。本明細書に記述された実施形態において、キャステ
レーション（castellation）５は、外側への向きを有する。リング４は、取付ネジ７によ
って端部３でフェース６に固定されてもよい。リング４は、城郭風の部分（castellated 
parts）がリング本体の厚みよりも薄いように、リング１０がレンズ・ポート１に取り付
けられるとき、キャステレーション５とレンズ・ポート１との間に隙間８が存在するよう
に、形づくられる。
【００２３】
　使用するとき水中カメラのボデー部を受け入れるハウジング２は、キャステレーション
１１のような内側に向いたキャステレーションを有するリング１０をさらに有する。リン
グ１０は、リング１０がその前後軸の周りに回転可能な方法でハウジングと係合する。こ
れは、ハウジングの開口を形成する部材に切り込み１４を設けることにより達成可能であ
る。よって、リング１０は切り込み１４に位置する。リング１０を切り込み１４に保持す
るための手段が設けられ、記述する実施形態において、これは、例えばネジ１８のような
取付ネジによってハウジングの本体に固定される３枚の板１５、１６、１７の形態をとる
。図２に示される実施形態において、リング１０は、切り込み１４の深さよりも薄く、よ
って、板１５、１６、１７には、板１６においてリング１０の方へ向いたフランジ１９の
ようなフランジが設けられている。この方法で適所にリング１０を固定することにより、
リング１０が回転しているとき、リング１０における摩擦が低減される。
【００２４】
　リング１０を回転させるために、ハウジング２の外部の位置から操作可能な機構が設け
られねばならない。この機構は、ハウジング２に対してリング１０の内側面に取り付けら
れた歯付きの弧部材２０を備えてもよい。弧部材２０の長さは、キャステレーション５、
１１の長さよりも長い。
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【００２５】
　弧部材２０における歯とかみ合うことができる周囲の歯２２を有する歯車２１が設けら
れる。歯車２１の歯２２は、また、ハウジング２に回転可能に取り付けられた中間歯セグ
メント２４に設けられた歯２３ともかみ合う。したがって、歯セグメント２４が回転する
と、歯車２１は回転し、歯付きの弧部材２０は、リング１０を回転するように移動する。
【００２６】
　歯セグメント２４を回転させる手段は、カラー２７に取り付けられた歯セグメント２４
を示す図５及び図６に示される。中央の開口及び端フランジ２９を有する更なるカラー２
８が設けられる。このカラーは、ハウジング２の壁を通る対応のねじ開口へのカラー２８
のねじ込みを可能にする雄ねじ３０を有する。更なるカラー２８がハウジング２に対して
水の進入に対抗してシールするのを可能にするように、「Ｏリング」３１がフランジ２９
に対して設けられる。更なるカラー２８の開口にはシャフト３２が挿通され、シャフト３
２は、カラー２８の内側で水の進入に対抗してシャフト３２をシールするための一対の「
Ｏリング」３３を有する。レバー３７は、カラー２８の端フランジ２９を受け入れるくぼ
み４０と、シャフト３２の端部３４を受け入れる別のくぼみ４１とを有する。くぼみ４１
及びシャフト３２の端部３４は、図５に示すように、例えば正方形のあるいは長方形にす
ることで、あるいは平面を設けることによって、相対的な回転を実質的に防止するように
形づくられる。シャフト３２は、例えば取付ネジ３５によって、レバー３７に固定される
。
【００２７】
　シャフト３２の他端３６は、適切に形づくられることによりカラー２７と再び係合し、
取付ネジ３８によって固定可能である。したがって、シャフト３２は、ハウジング２の外
側の点から回転可能である。シャフト３２は、ハウジングの外部にレバー３７を装着する
ので、シャフト３２によって形成される軸周りにレバー３７を回転させることにより、シ
ャフト３２が回転され、中間歯セグメント２４が回転され、歯車２１が回転され、これに
よって、弧部材２０を、図５に示す位置から図６に示す位置まで、あるいはその逆に、移
動させる。このことは、使用するとき、キャステレーション５の少なくともほぼ後ろにキ
ャステレーション１１を移動させるのに十分な、弧部材２０の移動によって決定された距
離によって、リング１０の中心の周りにリング１０を回転させる効果がある。図に示され
るような時計回りの代わりに、非ロックのためにレバー３０が反時計回りに回転するよう
に構造が設計された場合には、その目的が歯セグメント２４の回転方向に対して弧部材２
０の回転方向を変更することである中間の歯車２１は、基本的に必要でないであろう。
【００２８】
　リング４及びリング１０の大きさは、キャステレーション５がキャステレーション１１
間の隙間を通過する状態にて、リング４がリング１０を通過可能、及びその逆が可能なよ
うな、大きさである。しかしながら、キャステレーション１１は、上述した方法でリング
１０の回転によってキャステレーション５に隣接する関係の面に位置させることができる
。
【００２９】
　使用するとき、キャステレーション５の後ろのキャステレーション１１の移動を容易に
するために、発明の好ましい形態では、キャステレーション５及び／又はキャステレーシ
ョン１１は、特にキャステレーション５は、丸みのある端部３１を備えてもよく、あるい
はキャステレーション５の「後ろ」のキャステレーション１１の移動を容易にするように
形づくってもよい。このことは、レンズ・ポートがハウジング開口にきちんと完全には挿
入されなくていない場合でも、ロックが行われることを可能にする。
【００３０】
　図９を参照して、レバー３７は、レバー３７から外側に延在するボタン３９を備えた安
全又はロック装置を有する。レバー３７は、ボタン３９及び関連する機構を収容するため
中空である。レバー３７内のボタン３９の一部は、レバー３７の壁の開口４３を通りレバ
ー３７から外側へ延在するピン４２を有する。バネ４４は、ピン４２及びボタン３９を図
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９に示す位置に付勢する。図１１に示される位置へボタン３９を押すことは、図１１に示
される位置にピン４２を移動させる。
【００３１】
　ハウジング２は、口４６及び耳たぶ形状部４７を有する凹部４５を有する。凹部４５の
形状は、ピン４２が初めには図９に示すように凹部４５の耳たぶ形状部４７に位置し、ピ
ン４２が凹部４５の口４６を通って外側に移動することを可能にするように、ボタン３９
の押下により図１１に示す位置へ移動しなければならないような形状である。
【００３２】
　ボタン３９は、ボタン３９に付けられたライン４８を有し、このライン４８は、ピン３
６が凹部４５の耳たぶ形状部４７に位置するときのみに見ることができ、よってレバー３
７が位置へ正確にロックされることを示す。
【００３３】
　使用するとき、レバー３７は、図４及び図６に示される位置に移動される。その結果、
キャステレーション５は、キャステレーション１１間の隙間を通過する。一旦この動作が
完了すれば、レバー３７は、図３及び図５に示される位置へ回転する。このことは、歯セ
グメント２４を回転させ、中間の歯車２１及び弧部材２０を回転させる。弧部材２０を移
動させることは、リング１０を図７に示す位置から図８に示す位置まで移動させ、キャス
テレーション１１をキャステレーション５とレンズ・ポート１との間にロックする。キャ
ステレーション１１は、隙間８に位置決めされる。レンズ・ポート１は、この一連の工程
を逆に行うことでハウジング２から除去することができる。
【００３４】
　利点
　ａ）　レンズ・ポートは、容易にハウジングと係合しかつハウジングから非係合となり
、一時的な接続を可能としながら、一方、ハウジングとポートとの間のきっちりとした接
続を保証し、それらの間の「Ｏ」リングのような過去の密閉装置の漏れを最小にすること
ができる。
　ｂ）　ロックするキャステレーションは、多くの選択のうちの一つに挿入することがで
きるので、レンズの任意のノブの周囲位置は、広範囲の位置にわたり変更可能である。
　ｃ）　好ましい形態において、ロック手順が始まったときにて、たとえレンズ・ポート
が完全には挿入されていない状態でも、レンズ・ポートは、ハウジングに容易に締め付け
られることができる。
【００３５】
　変形例
　発明は、ハウジングのリングを通過するレンズ・ポートにリング及びキャステレーショ
ンが設けられる形態で記述されている。これは、逆にすることができるが、より複雑とな
るであろうし、現状のレンズ・ポート／ハウジングの設計に従わないであろう。また、レ
ンズ・ポートに可動なリングを設け、ハウジングに固定リングを設けることは可能であろ
うが、これは、リングを回転させる機構を複雑とし、必然的により複雑化するであろう。
キャステレーションの数は、増減可能である。より多くのキャステレーションは、ハウジ
ングへのレンズ・ポート係合用のより利用可能な位置を提供し、より少ないキャステレー
ションは、利用可能な位置の数を減少するであろう。
【００３６】
　この明細書の記述を通して、用語「備える」、及びこの用語の変形語は、他の添加物、
構成要素、整数、又は工程を排除するように意図されない。
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